
 

第 11 回委員会（2002.5.15 開催）結果報告 2002.5.24 庶務発信 
（5.17 版を改訂） 

開催日時：２００２年５月１５日（水） １５：３０～１８：３０ 
場  所：京都パークホテル １階「エディンバラ」 

１ 決定事項 

・委員会での議論の深耕と、河川管理者からの質問への対応検討のために、下記の２つの

論点を検討するＷＧ（論点別ＷＧ）を設置する。ＷＧメンバーは次回の委員会にて決定

する。 

・水需要管理（具体的な方策等の検討） 

・水位操作（環境と治水、利水等を調和させた琵琶湖、ダム等の水位操作のあり方等） 

・ 河川管理者とのやりとりは、委員会と各部会それぞれで行うが、意見の整合を図るため、 

各部会は委員会に議論の内容を報告し、意見に相違があった場合には委員会が調整し、

意思決定を行う。 

・ シンポジウム（6/23 午後開催）について意見があれば、庶務に伝える。 

・第 13 回委員会の開催日は、7／30（火）とする。 
 

２ 審議の概要 

①中間とりまとめについて 

・今出している中間とりまとめは、最新版なのであって最終確定したものとは考えず、今

後、河川管理者をはじめ各方面との議論を経て進化していくもの、と考える。 

②河川管理者との質疑応答 

  資料 2－1「委員会中間とりまとめに対する河川管理者からの質問」を元に、質問(1)～

(21)、(28)、(35)について議論および質疑応答が行われた。本日議論できなかった部分

に関しては、次回以降の委員会で検討を行う。また、「水需要管理」などの論点に関して

は、別途ＷＧを設置することが提案された。 

③今後の委員会の活動内容について 

 ・資料 3－1「シンポジウム開催（案）」を元にシンポジウム概要について説明が行われた。 

・資料 3－2「今後の活動内容について」を元に今後の活動内容イメージについて説明が行

われた。 

④一般傍聴者からの意見聴取 

一般傍聴者 2名から発言があった。 

※ このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶

務から発信させて頂くものです。発言の詳細については「議事録」を参照下さい。 
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